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津田第 I地区(第 1調査地～第 4調査地)



宮前川遺跡周辺航空写真



例    言

1.本書は、宮前川改修工事に伴って昭和59年 (1984)2月 1日 ～同年 3月 24日 の間実施 し

た津田第 1地区 (第 1調査地～第 4調査地)の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、愛綾県教育委員会指導のもとに松山市教育委員会が実施 した。

3。 発掘場所と調査面積

O津田 1区、第 1及び第 2調査地  松山市北斎院町934番地ほか   500m2
。津田 1区、第 3及び第 4調査地  松山市北斎院町906-13番地ほか 400m2

4.本書の作成にあたって出土遺物の整理、実測、製図は、池田 学、松本寸 淳、栗田茂敏
が行い、遺構、遺物の写真は、西尾幸則、池田 学が行った。

5,本書の執筆イ事、主として西尾幸則、栗田茂敏が行った。

6.本書の編集は、西尾、栗田が行った。

7.調査組織

松山市教育委員会

教  育  長  西原多喜男

参    事  松原 重勝
次    長  井手 治己
文化教育課

課    長    伊賀 俊輔
課 長 補 佐 (前任)坪内 晃幸
″      大野 衛治

文化第二係長 (前任)大西 輝昭
〃      戸田  浩

調査担当    西尾 幸則 (文化教育課主任)
調 査 員    池田  学 (  〃  嘱託)
〃      松村  淳 (  〃   〃 )
〃     栗田 茂敷 (  〃   〃 )
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第 1節 遺跡の位置と歴史的環境

遺跡分布図
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弥生後期の住居謝群が発見され、各住居跡から土錘、石錘など漁粉具をはじめ董形土器、妻

形土器、高杯、支脚、小型鉢、 ミニチュア土器などが出上している。これら出土土器類のう
ちには庄内段階までは下る土器も認められ、一部、本遺跡との共存関係 も合わせて考えられ

ている。

また、弁天山丘陵部には、前期～中期段

階の古墳築造が見られ、弁天山北西部の尾

根には弁天山ON号墳②が存在している。

墳丘形態等の詳細調査が必要であるが古式

のl●L輪が認められ、前期古墳として注目さ

れている。その他朝鮮系鋳造鉄斧出上の前

期古墳9これらの古墳に続く同丘陵北突端

には、別府町の飯岡神社古墳が見られ、時

代も合めて確定的ではないが前方後円墳としてその様相があり注目される。

弁天山丘陵に対岸する岩子山丘陵には、頂上部の岩子山古墳群 141か ら、中期末～後期段階

の各須恵器類と合わせて素環頭太刀や円筒埴輪、人物、動物埴輪が見られている。また、こ

れらの古墳群に対して同丘陵西南麓の隔絶された位置にある斎院茶臼山古撃
r動

からも5世紀

後半段階の各須恵器類に伴って円筒埴輪や朝顔型埴輪などが出土している。これらの他に同

丘陵に関係するものとして、茶臼山古墳の南下麓部には直径30m規模の円墳が存在したこと

が伝えられていることを合めて、同丘陵の西突出部に見られる福水神社古墳は、全長45m前

後をなす中期段階の前方後円墳としての要素があり、今後の追究が必要かと思われる。その

他、注目すべきものとして、伝岩子山出土とされているもので五鈴鏡、乳文鏡などが出上し

鳥越 I遺跡 (火災住居 )

ている。

次に、本遺跡に関連する遺跡として、本

調査地より西方50m位置において昭和51年

に発見された、津田鳥越 I遺跡からは弁天

山緩斜面地に立地するもので、長方形をな

す火災住居址が検出されてお り、本遺跡の

西域範囲内の同一集落としてその様相が見

られている。さらに本遺跡より東方 1.6m

には、農耕用灌漑施設として一大土木工事

をなした古照遺跡があり、有力者存在が窺がわれると共に同一流域の遺跡としてまた、出土

遺物的にも布留式土器が主として見られている。その他、同一流域範囲内と考えられる遺跡

に北高遺跡を合む周辺遺跡があり、庄内から布留段階にかけての土器類が見られている。

鳥越遺掛 (津田中学校構内 1次)住居群

-2-

(西尾 )



注(1)松沢巌「伊予史談 4。 5号」、鵜久森熊太郎「伊予え談17・ 19号」

注(動 相田則美「古墳時代前期の松山平野」伊予史談257号
注131  〃           〃

注に)名本二六雄「岩子山古墳」松山市教育委員会
注(働 筆者「斎院茶臼山古墳」松山市教育委員会
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第 2節 調査経過と概要

発掘調査は、津田第 I地区をさらに 4区画に分割し、第 1及び第 2調査区を昭和59年 2月

1日 ～同年 2月 29日 まで実施し、第 3・ 第 4調査区を同年 3月 1日 ～同年 3月 24日 まで実施

した。第 1及び第 3調査区は、宮前,II左岸提防からそれぞれ20mで両者間は10mである。こ

の両調査区から水路及び生活用道路を挟み、第 2及び第 4調査区は左岸提防から2m～ 3m

の場所になる。また、調査区はそれぞれ試掘データーや排上場所を考慮し設定した。

掘削はバックホーにより、造成土及び耕作土を搬出し、手掘 りによって地表下1.lm～ 1.3

m部分より遺物を含み堆積する黒色土 (厚さ50～ 60cm)または、暗青灰色土を中心に発掘を

進めた。この結果、青灰色土層を基盤面として切 り込む遺構の検出を行った。

発見の追構は、第 1調査区から隅丸を主とする住居跡群 (SB-1～ SB-4)や 土曖 (S

K-1～ SK-4)な どを検出した。また、同一遺跡とみられる第 3調査区からも同様の遺

物を合む土層を検出し、住居跡 4棟、土渡 1基などを検出した。続いて第 2調査区からは、

旧宮前川の河岸面とみられる青灰色をなす自然提防状の遺構を検出した。この面からは、土

渡 2基を合わせて検出した。出土遺物には、第 1～第 3調査区からの各遺構より、在地性の

ものとは異なる畿内、吉備、山陰系など多量の上器類の出土が見られた。なお第 4調査区か

らは僅かに土器類の出上が見られたが、遺構は検出されなかった。

第 2図 津田第 I地区調査地区図
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調査日誌抄

(Π召和59年 2月 1日 ～3月 24日 )

2月 1日  器材搬入。調査前写真撮影。調査区域を設定 (第 1～第 4調査地)し、第 1調
査地から重機による表上の掘削を始める。

2月 2～ 4日  重機による掘削。排土の完了した区域より包合層の掘 り下げを始める。グ
リッドは 5× 5mで設定した。第 4調査地には包合層、遺構ともに認められない。
2月 6～ 7日  第 I調査地中央部で、ミンチ状に堆積 した土器片を検出。
2月 8日  第 I調査地、遺物をとりあげた区域から順次、遺構面の精査を行い、住居址を
3棟 (SB-2、 3、 4)検出した。第 2調査地の包合層を掘り下げる。

2月 9日  第 1調査地の各住居址を掘 り始める。
2月 10～ 16日  第 1調査地の北方向で甕類が良好な状態で数点出土するが、明確な遺構は
とらえられない。

2月 17日  雨天。屋内整理作業。
2月 18日 終日。排水作業。
2月 19～ 20日 第 1調査地、遺物出土状況実測。第 2調査地にてSK-5、  6を検出、掘
り下げる。

2月 21日 第 1調査地南端に焼失住居と思われる炭化材を検出、 SB-1と する。
2月 23日 雨天。屋内整理作業。

査区f整曇禁具検岳ζ琵  簸ギ壽 ヨ皇露争雪筆1壁
=攘
鸞蕪を

1静機典
始める。第 2調査地、遺

物出土状況実測。

2月 27～ 29日  第 1調

査地では、土壌状が計 4

基 (SK-1, 2、  3、

4)検 出された。それぞ

れを掘 り下げる。

3月 1～ 4日  SB―

2、 3.4の 床面精査、

柱穴、炉址を検出。 SB

-1の炭化材の実測、写真撮影。第 3調査地、包合層の掘り下げを始める。
3月 5～ 7日  第 1調査地の各遺構を実測。発掘区西壁の層序断面図を作成。第 2調査地、
SK-5、  6の実測。第 3調査地、遺物出土状況実測。 SK-7を 検出。
3月 8～ 9日  第 1、 第 2調査地の50分の 1遺構実測を行い、両区とも一応完了した。第

第 1調査地器台出土状況
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写真 5 SB-8発 掘状況

SB-8発 掘状況

3調査地、遺物検出作業に並行 して

出土状況を実測する。

3月 10～ 13日  第 3調査地、遺物

実測、 とりあげを繰 り返 しながら遺

構面まで掘 り下げる。 SK-7を 完

掘する。

3月 14日  雨天。屋内整理作業。

3月 15日  第 3調査地、遺構面の

精査を行い住居址 4棟 (SB-5、

6、 7、 8)を検出。

3月 16日  各住居址を掘 り下げて

遺物検出作業を行う。さらに床面を

精査 して柱穴を探す。

3月 17～ 18日  遺構図及び、土層

図を作成する。

3月 19日  雨天。作業休み。

3月 20日  発掘区を全域にわたっ

て清掃 して最終撮影を行う。器材を

撒収 して現場での作業を終了する。

3月 21～ 24日  引き続いて遺物の

整理作業を行い、調査を終了した。

(松村 )

第 1調査地器台出土状況
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第 3節 遺 構

第 1表 津田第 I地区検出住居跡一覧表
(単位 :cm)

遺構番号 調査地区 形 態 規 模 i祭さ 炉跡径 (深さ 埋 土 備   考

SB-1 第 1調査区 隅丸方形 東西 500 45～ 35(15) 暗青灰色土 火災住居

SB-2 方  形 百こ耳し 450

SB-3 隅丸方形 東西 300 70～ 50(10)

SB-4 南北 60(11)

SB-5 第 3調査区 方   形 60(1)

SB-6 隅丸方形

SB-7 350 7

SB-8 70(2) 灰混じりの暗青灰色土 火災住居

本調査区より検出の遺構は、第 1調査区で住居跡 4棟、土墳 4基、第 3調査区で住居跡 4

棟、土壌 1基、第 2調査区から土曖 2基などを検出した。このうち第 2調査区では、旧宮前

川左岸面と見られる自然提防 (標高4.3m)を 検出した。検出の各住居跡群は、河岸面から10

m内外で、青灰色土層 (海抜4,7m～ 5m)を基盤面としている。各住居跡の規模は、一辺 3

m～ 5m内外になり、主として隅丸方形のプランが見られている。また、これら建物の性格
としても床面状態が不安定であり、一時的な住居と考えられる。

SB-1(第 4図 )
本住居跡は、第 1調査区南端に見られたもので、住居跡としては 3分の 1範囲を確認した。

規模は東西 5mになり、平面プランは、コーナーが丸味がかるものでF品丸方形の竪穴住居跡
として考えられる。検出した壁高は、西壁で25cm、 北壁16cm、 東壁10cmに なり、床面も北東

側が浅くなる。埋土は、暗青灰色土で床面状態は細砂質土を合む青灰色土をなしている。柱

穴は、中央部の 2個 と周壁部のP3を検出し、中央のPlと P2の中には 8 cm大の小石を詰
めている。また、図に示すように住居内全

体には炭化材 (A類 =桁材か、B類 =垂木)

が見られ、僅かながら焼土も検出しており、

火災住居として考えられる。出土遺物は、

少量であるが甕、椀、鉢など4個体の古式

上師器類の出土が見られている。

第 2表  SB-1柱 穴状況

(単位 :cm)

柱穴番号 Pl 柱穴間 (m)

基 底 部 の 径 95 Pl～ P2 1.16

床面からの深さ P2～ P3
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L.II.7.Om

〔 第 1調 査 地 〕

L.H.=7.0ェ】

)         5m

〔 第 2調 査 地 〕

①造 成 上
②耕 作 土
③責色粘質土

④グレー粘質土

⑤黄 色 土
⑥黒色粘質土

⑦青灰色砂

③合小礫グレー粗砂

③合小礫黒色砂質土

〔第 3調 査 地 〕

第 3図 津田第 1地区各調査地遺構図及び土層図
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第 4図  SB-1平 ・断面図 (第 1調査地 )

SB-2(第 6図 )
SB-1住 居跡北側に接して検出されたもので南北4.5m(東

壁)になり、西北壁面が SB-3に よって切られている。確定

的でないが方形竪穴住居跡として考えられる。検出の壁高は、

北壁で14cm、 東壁13cm、 南壁13cmに なり、埋土及び床面はSB
-1に同じである。炉跡は、住居跡のほぼ中央部に楕円形 (径

45～ 35cm)になった窪地 (深さ15cm)があり、それより炭化物

の混入が見られている。柱穴は、別表の通 り11個検出しており

一応 Pl～ P4の 4本主柱が考えられる。

出土遺物は、甕 1、 椀 4の 5個体の上器類と銅鏃 11日、炭化

材 1本などが見られている。

0           3 cln

第 5図  SB-2出 土銅鏃
実測図
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第 3表  SB-2柱 穴状況
(単位 i cln)

柱穴番号 Pl P2 P4 P5 P6 P7 柱 穴 間 (m)

基 底 部 の 径 27.0 R3～ P4 Pl～ P3

床面からの深さ 40,0 17.0 Pl～ P2 P2～ P4 2.48

一Э

|∞

′5 QPl
Ｐ２

　

一
Э

あ
⑥

∩
|

L,H.=5.Om A

―

引

第 6図  SB-2平 ・断面図 (第 1調査地 )

SB-3(第 7図 )

前者より小規模であるが、一辺 3mを なす隅丸方形の竪穴住居掛と考えられる。検出の壁

高は、東壁17cm、 北壁18cmで あり、西壁は北端で 6 cm、 中間部で SB-4に 接して消失して

いる。また、東壁 も途中でSB-2に 接して消失している。埋土及び床面状況も、前者の住

居跡と同じであり不安定な土層といえる。住居跡南端近 く

に窪地 (長径70cm、 短径50cm、 深さ10cm)が見られ、炉跡

としても考えられる。柱穴は 3イ固検出し、P2～ P3間が

2.5mに なる。

出土遺物は、先行タイプの壺 (図版 1-15)の ほか、甕

(13・ 14)、 鉢 (12)、 椀 (10)、 支脚 (11)な どの出土が見 られている。

第 4表  SB-3柱 穴状況

(単位 :cm)

柱穴番号 P] P3

基 底 部 の 径 25,0

床面からの深さ 20.0

-12-



一
ｇ

Ｐ．９
・

=5,Om
― A′

第 7図  SB-3平 ・断面図 (第 1調査地)

SB-4(第 8図 )
SB-3の 西側面に接 して見られ、住居跡としては東半分の範囲になる。平面プランは、
南北4.5mの 規模を持つ隅丸方形の竪穴住居跡として考えられる。東壁面にそって床面より

1段高く (7 cm)な ったべ、ノド状プラン (南北3.5m、 幅1,lm)も 見られる。壁高は、北壁
22cm、 東壁34cmで、南壁は消失している。住居跡中央東寄り部には、直径60cm、 深さ1lcmの

窪地が見られ、中には焼土が含まれており炉跡として考えられる。柱穴は、 2個検出してい
る。埋土及び床面は、先の住居跡に同じである。

山土遺物は、壷 (図版 2-22)、 甕 (23)、 鉢 (20)、

椀 (18・ 19)、 皿 (16・ 17)、 支脚 (21)な どが各種見

られる。

2m

第 5表  SB-4柱 穴状況

(単位 i cm)

柱穴番号 Pl 柱穴間 (m)

基 底 部 の 径
Pユ ～P2

床面からの深さ

-13-
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第 8図  SB-4平 ・断面図 (第 1調査地)

SB-5(第 9図 )

本遺構は、第 1調査区北狽110mの第 3調査区南端部から検出したものであり、住居跡とし

ては約 3分の 2範囲になる。平面プランは、西北コーナーが僅かに丸味がかっているが、南

北 (西壁)4.5m規模の方形竪穴住居跡として考えられる。壁高は、北壁 9 cm、 西壁19cm、 南

壁15cmを検出した。住居跡中央東寄り部には、焼土を合む僅かな窪地 (径60cm)が見られ、

炉掛と考えられる。埋土及び床面の土層は、先

の第 1調査区に同じで、青灰色上の基盤に暗青    第 6表 SB-5柱 穴状況

灰色の埋土をなすものである。                      (単 位 :cln)

出土遺物は少なく、重 2個体 (図版10-108)

ほかと椀 (105)の みである。

柱穴番号 Pl 柱穴間 (m)

基 底 部 の 径 14.1
Pl～ P2 1 85

床面からの深さ 28.5 35.5

SB-6(第 10図 )

本遺構は、 SB-5住 居跡の西北側方 2mの所から検出されたもので、南北 4mになり、
明確に言えないが隅丸方形の竪穴住居跡として考えられる。壁高は、北壁23cm～ 26cm、 東壁

24om、 南壁 9 cmである。東壁近 くで楕円形の窪地 (径70cm、 深さ15cm)を検出している。埋

土は先の住居跡に同じである。出土遺物は、壼 (図版 9-100。 101)、 甕 (97～ 99)、 高杯 (94

～96)、 小型丸底壼 (93)、 椀 (91・ 92)な ど各種の土器類がみられている。

-14-
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0           2m

…
―第 9図  SB-5平 ・断面図 (第 3調査地 )

L.H.=5.04A′

o             2m

第10図  SB-6平 ・断面図 (第 3調査地 )
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SB-7(第 11図 )
SB-6の 北側 (lm)に接して検出されたもので、南北3.5mの規模 をなす隅丸方形の
プランと考えられる。青灰色をなす床面は、全体的に浅く壁高も北壁 3 cm、 東壁 8 cm、 南壁

8 cmに なっている。南壁から東壁部に至って浅い溝状 (幅 50cm、 長さ4m、 深さ3 cm)にな

った窪地が見られる。柱穴は、中央東寄り部と

南壁部から検出している。なお、炉跡は見られ

ていない。

出土遺物は、壺 (図版10-106。 107)、 小型丸

底壷 (103・ 104)、 鉢 (102)、 手捏ね土器 (図版

14-140)な ど6個体の上器類が見られている。

― ly Z

=5.Om Aノ

U           2m
|

第11図  SB-7平 ・断面図 (第 3調査区)

SB-8(第 13図 )
SB-7の 北方14mか ら検出されたもので、南北4.5m規模になる隅丸方形の竪穴住居跡
と考えられる。遺構 としてはその 2分の 1範囲になり、ほぼその中央部には、径70cm前後の

窪地 (深さ2 cm)が見られ、それより木炭及び炭化物の混入が見られ、炉跡として考えられ

る。壁高は、北壁で 10cm、 西壁 13cm、 南壁 9 cm

である。埋土は、先の住居跡群よりやや灰を帯

びた暗青灰色土にな り、床面は先の住居跡と同

じく青灰色土をなす。柱組みは Pl、 P2を考

慮し4本主柱 とみられる。また、住居跡全体に

Ａ
一

第 7表  SB-7柱 穴状況

(単位 :cm)

第 8表  SB-8柱 穴状況

(単位 :cln)

柱穴番号 Pl P2 柱穴間 (m)

基 底 部 の 径
Pl～ P2

床面からの深さ

L′ .

柱穴番号 Pl 柱穴間 (m)

基 底 部 の 径
Pl～ P2

床面からの深さ 17.5

-16-



は炭化物の回まり (ほぼ灰1状になる〉が見られることと炭イと材 (1本〉も含まれる.こ とから

して全焼状態も考えたい。焼土は見られなかった。

出■遺物は|～ 鉢 (図版1ユー122)と擁 (1lo)の 2担体のみである。      (西 尾)

、            4営

L,粛 .‐ 5.9m A′

2m

第12図  SB-8灰層及び焼土検出状況 (第 3調査瑚

4着
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第13図 `B― s平・断面図|
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第 9表 津田第 I地区検出土壌一覧表
(単位 :cln)

と構番号 調査地区 上場径 基底部径 長軸方向 覆  土 形 状 の 特 微 出 土 遺 物

SKl 第 1調査地 137× 104 115× 74 E-30° 一N 暗青灰褐色土 長脩円形

ア′  2 109× 98 83× 74 E-12° 一 S 長楕円形 (西側に傾
斜をもつ段を持つ)

〃 3 4 E-2° 一N 円  形

′′  4 154× 130 72× 38 N-2° 一E 長楕円形 (中場を持
つ径 104× 76)

″ 5 第 2調査地 108× 67 N-3° 一W 黒色砂質土 不整桔円形 (基底都
中央寄りに段を持つ

〃  6 1■ ×136 94× 92 E-15° 一 S 黒色微砂
不整円形 (中場を持
つ径 127× 123)

高杯 183・主 84

′′  7 第3調査地 E-25° 一N 暗青灰褐色土 不整形 鉢 127・重 128・ 129

甕 123・ 124。 125。 126

劇ΦＡ一
脚
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0      1m

第14図 SK-2平 ・断面図 (第 1調査地) 第15図 SK-4平 。断面図 (第 1調査地 )
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第16図 SK-5平 。断面図 (第 2調査地) 第17図
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第18図  SK-7平 ・断面図 (第 3調査地)

へ

０

Ａ

一

平Ｋ
．
　

　

刺ヽ

は

Ｓ 調査地 )

-18-



第 4節 遺物の観察

第10表  津田第 I地区住居跡及び土渡出土土器観察表

と帯 器  種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

S

B

|

1

椀

1

丸底から緩やかな曲線を描いて日縁

部に至り、端部を丸くおさめる。

内外面ともハケ調整。日縁外面にナ

デが施される」

黄褐色。細砂粒を少

し合む。焼成は良。

外面底部付近に靱痕

が残る。

やや平底気味の底部から緩やかに内

弯して立ち上がり、日縁部で外反し

端部は丸くおさめる。

外面底部から体部にかけてはヘラ削

り。日縁部をツマミ出して積ナデ調

整を施す。内面はナデ。

黄褐色。砂粒を少し

合む。焼成は良。

甕 3

きわめて小型の器形である。尖り気

味の底部によくらみを持つ体部を有

し、日縁下部を若干絞って日縁を斜

め上方にツマミ出す。

外面底部から体部にかけてはナデ調

整の上を入念に研磨。日縁部にはツ

マミ痕が残る。内面はナデ、日縁部

付近をヘラで横ナデし、日縁内部に

粗いハケ調整を施す。

灰褐色。胎上良。焼

成は良。

鉢 4

丸底から緩やかに内弯状に立ち上が

り肩部に丸味を帯びた張りをもたせ

る。頸部は外反し鋭い稜をなして直

立気味に外反する日縁に至る。端部

は丸 くおさめる。

外面体部はハケ調整の_上 を部分的に

ヘラ削りをなし、頸部から日縁部に

かけては横ナデを施す。内面はナデ、

日縁部は入念に横ナデをなす。

乳白色。砂粒 。金雲

母を合む。焼成は良

S

B

|

2

椀

5。 7
日縁部は開き気味に内弯して次第に

薄くなる。端部は九い。

外面はヘラ削り。日縁付近は横ナデ

を4予う。

橙褐色。砂粒を多く

合む。

6

やや肉厚の椀である。器厚は日縁部

までほぼ一様で端部を九くおさめる

外面は粗いヘラ削 りの上をハケで調

整し、日縁部を横ナデする。

橙褐色。砂粒を多く

合む。焼成はやや軟

質。

8

扁平な底部から内弯する体部は、日縁

下部に至って緩やかに外反し、その

まま外上方へ開く。日緑部と体部の

境界は内面ににぶい稜をつくる。

外面底部はヘラ削 り。他の部分は内

外面とも横ナデ。

黄褐色。砂粒を合む

焼成は良。

甕 9

ほぼ直線的に伸びた肩部から鋭角的

に外反 した日縁は上端で外下方にわ

ずかに傾斜した面をつくり内面を肥

厚させる。

外面体部はハケ。日顎部は内外面と

も横ナデ。内面体部はヘラ削り。

橙褐色。大粒の砂粒

を合む。焼成は良。

S

B

|

3

椀
上端で薄く終る日縁から浅く底部ヘ

曲る。

外面はヘラ削 り。日縁部を横ナデす

る。内面はナデ。

暗灰褐色。胎土は精

良。焼成は硬質。

支  脚

上部を欠損している。上部がラッパ

状に開く円筒をU字状に切 り欠き、

下部にドーナツ状の円板を貼り付け

て台部とする。

全体的に粗雑な手担ねによるつくり

である。切 り欠いたU字状の端部を

つまんで調整している。なお、内面

の一部をハケ調整している。

黄褐色、一部橙を常

びる。大粒の砂粒を

含む。焼成は硬質。

鉢

小さな平底の底部から一旦外反して

立ち上がった体部は、内弯しながら

日縁部に至る。日縁上端はほぼ水平

外面は全体にハケ、その後底部から

体部にかけてヘラによるナデを施す

内面はハケ調整の上をナデる。

乳白色。砂粒を合む

焼成は良。
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遺構 器  種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

S

B

|

3

鉢 に小さな面をなし、外イ則によくらむ′

甕

胴部の最大径を器高の中位よりやや

上にとる。日縁は外反傾向を示しな

がら外上方に開く。日端部は丸くお

さめる。

外面頸部から胴部中程にかけては縦

ハケ、それ以下は幅の広い縦ハケ調

整。日頸部内外面とも横ナデを施し

胴部内面はヘラ削り。

橙褐色。肩部から下

には一面に媒が付く

砂粒を多く合む。焼

成は良。

平たい底部から一貫して内弯するや

や長胴の体部を有する。短い日縁は

ほぼ直線的に斜め上方に開くがそれ

ほど大きくは開かない。端部外面に

比較的大きな面を持つ。頸部内面に

稜を持つ。

日縁部内外面はハケ。外面は肩部に

タタキを施 し、それより下は縦ハヶ

調整。底部付近にタタキを消した跡

が一部見られる。内面はヘラ削り。

頸部付近に指頭痕が残る。

ピンクがかった灰褐

色。胴部に媒が付く

大粒の砂粒を含む。

焼成は良。

主

球形に近い体部、肩部から大きく屈

曲した日頸部は、外反しながら大き

く開く。内外面に肥厚した日端部外

側の面には、ハケ状工具による2条

の浅い凹線状を施す。

日縁内外面及び体部外面は目の粗い

ハケ調整の後、軽くヘラナデを施す

体部内面は外面よりも日の密なハケ

調整。

外面は橙褐色、内面

はグレー。砂粒を多

く合む。焼成は良好

S

B

|

4

皿

16

17

他の部分よりも薄くつくった日縁部

から緩やかに弯由して浅い底部に至

る。日端は丸くおさめる。

手担ねによる成形で外面には指頭痕

が残る。内面は不定方向のヘラ調整

を施す。

仄褐色。細砂粒、金

雲母を合む。焼成は

良。

椀

丸底から体部で一旦外反し、そのま

ま直線的に日縁部まで開く。日端は

内側に折り曲げ丸くおさめる。

外面底部はヘラ削り、体部から日縁

都は横ナデ。内面はハケ調整の後ヘ

ラ削り、底部を削る際の深いヘラ傷

が放射状に残っている。日縁部は横

ナデ。

黄灰色。砂粒を少し

合む。焼成は良。

やや尖り気味の九底から内弯して立

ち上がり、内弯傾向の日縁まで続く

日端上画は外下方に斜めの面を持ち

凹線が 1条刻まれる。

外面はヘラ削 り、内面はヘラで入念

に研磨する。

乳白色。砂粒を多く

合む。焼成は硬質。

鉢

すわりの良い丸底から内弯する体部

は日頸部に至って緩く外反し直線的

に外上方へ開く。内面頸部に稜をな

した後次第に薄く端部に至り丸くお

さめる。

体部外面はハケ、日頸部をナデる。

日縁内面はハケの上をナデ、体部は

ハケ調整の後ヘラ削り。

黄灰色。砂粒を多く

合む。焼成は硬質。

支 脚

ラッパ状に開く脚部に角状突起を2

本持つ。比較的小ぶりの器形である

手控ねによる成形。 責褐色。背部に黒斑

砂粒を多く合む。焼

成は良。

甕

底部をわずかに欠失するが、ほぼ球

形の体部から短かく外反した頸部か

ら一旦稜を作って口縁が垂直に立ち

上がり端部を内面に肥厚させて丸く

おさめる。日縁外面には櫛状工具に

よる条線が亥1ま れる。器厚はきわめ

て薄い。

外面底部から体部にかけては縦ヘラ

研磨、肩部にハケ、日顕部内外面を

横ナデする。体部内面はヘラ削り。

橙褐色。底部から日

縁部までの一部に煤

が付着。焼成は良。
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と構 器  種 No 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 を

S

B

|

4

甕

やや尖り気味の底部に球形に近い体

部。口頸部は「く」の字状に屈曲し

若干内弯傾向を示しながら外上方に

開く。内面に稜を持った頸部から次

第に薄くなる日縁は端部を尖り気味

に丸くおさめる。

外面底部はヘラ削りで作 り出し体部

全体をたたく。その後胴部から上を

軽くナデ、日縁部を横ナデする。内面

はヘラ削 りの上をナデ調整。

黄禍色、砂粒を多く

合む。焼成は硬質。

S

B

|

5

椀

端部を丸くおさめた日縁部から内弯

して丸底の底部に至る。

外面はヘラ削りの上をナデる。内面

には縦ヘラ磨きのあとが顕者に残る

日縁部は横ナデ。

橙褐色。微砂粒を合

む。焼成は良。

童

丸底から球形に近く内弯する体部は

その最大径を器高の中位にとり、それ

より上は緩く内弯しながら頸部に至

る。日頸部は外反傾向を持ちながら

直線的に外上方に開き端部を外面に

肥厚させて丸くおさめる。

外面底部から頸都付近まではハケ。

口頸部内外面を横ナデする。内面は

ヘラ削り、底部にナデが見られる。

黄灰色。体部に黒斑 |

微砂粒を合む。焼成

は硬質。

S

B

|

6

椀

端部を薄く、尖り気味に丸くおさめ

た日縁部から緩く内弯して底部に至

る。

外面はヘラ削 り、日縁部を横ナデす

る。内面は入念にナデを施す。

黄灰色。91は砂粒を

少量、92は多量に合

む。焼成は良。

打ヽ 型
丸底壷

すわりの良い丸底から緩く内弯して

立ち上がる体部は、頸部のやや下に

張りを持つ。頸部で緩 く外反して内

弯しながら外上方に開く。端部は薄

く失らせる。

外面はヘラ削り、日頸部は内外面積

ナデ。内面全体を入念にナデる。

責褐色。微砂粒を少

量合む。焼成は良。

高 杯

わずかに外反する杯部日端は薄 く失

らせる。内弯する体部は柱部近 くな

って緩く外反する。柱部は短かく、

者子のよくらみを持って下方に広が

る。裾部は柱部との明確な境界を持っ

てわずかに内弯しながら下方に大き

く広がる。裾端部は欠失している。

なお裾部に直径 1.2cmの円孔を4箇

所、焼成前に穿たれている。

外面、杯底部、柱部はヘラ削り。杯

体部、日縁部及び杯部内面は入念な

横ナデ、裾部外面はハケ調整の後ヘ

ラ研磨を施 し、内面はハケの上をナ

デる。

黄灰色、裾蔀は橙褐

色。焼成は良。

杯部片である。底部と日縁部の境界

は外側に明確な稜を持ち日縁は外反

しながら大きく外上方に開き端部を

丸くおさめる。

内外面ともヘラ研磨。内面には斜め

のヘラあとが明瞭に残る。日縁は内

外面に横ナデが見られる。

黄灰色。砂粒をごく

わずか合むがおおむ

ね精良。焼成は硬質

杯底部との境界に明確な稜を持って

立ち上がった日縁部は中程まで内弯

して開き、それより上は直線的に外

方に大きく開く。端部は九い。柱部

は若干ふくらみをもって下方に開き、

更に「く」の字状に外反して裾部が

広がる、直径 l cmの円孔を 4箇所焼

杯部外面底部はヘラ削り。他は内外

面を横ナデ。柱部外面ヘラ削り、内

面はナデ。裾部は内外面ともハケ調

整の後ナデを施す。

黄灰色.胎上、焼成

とも良。

-21-



自帯 器  種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

S

B

|

6

高  杯 成前に穿たれている。

甕

97

;

99

97は底部を欠失するが、ほぼ同様の

器形である。球形の下半分を若干伸

ばしたような体部から大きく外反す

る日顎部を持つ。98・ 99の 日縁部に

はやや内弯傾向が見られる。日端は

外斜め下方に傾 く小さな面を持ち、

97・ 98では内面を肥厚させている。

外面体部はハケ、内面はヘラ削り。

日頸部は内外面とも横ナデ。

黄灰色ないし明るい

褐色、一部黒斑あり。

砂粒を多く合む。焼

成は良。

笙

底部を欠失するが丸底と思われる。

体部はやや扁平な球状。頸部は体部

との明確な境界をなして垂直に立ち

上がり日縁部との段状の稜をなすべ

く大きく外反する。日縁部は外反し

ながら斜め上方に大きく開き端部を

丸くおさめる。

外面は全体にヘラ研磨を施す。日端

部にはナデが見られる。内面体部は

入念なナデ。日頸部はヘラ研磨、特

に日縁部には斜めのヘラ痕が明瞭に

残る。

橙褐色。微砂粒を少

量合む。焼成は硬質

108に似たプロポーション、体部の

張リイまこちらのほうがややガヽさい。

日縁部は緩く外反、端部は内面に肥

厚させ丸くおさめる。

外面体部はハケ。肩部から日頸部は

横ナデ。体部内面はヘラ削り、日頸

部内面は横ナデ。

赤味を帯びた淡茶褐

色。砂粒を多く合む

焼成は硬質。

S

B

|

7

鉢

粘土板を強く押しつけたような平底

の底部は体部から突出する。肉厚の

体部は内弯気味に斜め上方に開く。

端部は次第に薄く作るが、調整は雑

である。

外面は雑なナデ。内面はハケ調整。 黄褐色。砂粒を多く

合む。焼成はやや軟

質。

小 型

丸底壷

103

104

丸底から内弯して立ち上がり、体部の

上部に張りを持たせ、頸部で緩く外反

し、内弯する日縁部は斜め上方に開

く。端部は薄く尖らせる。1041ま 103

に比べ日径の割に器高が低い。頸部

のしぼりは浅 く日縁は大きく外に開

く。

外面底部から体部はヘラ削り。日頸

部は積ナデざ103の内面はヘラ研磨。

日縁は横ナデ。104の内面はナデ。

103は暗黄灰色、砂

粒を多く合む。104

は黄灰色、微砂粒を

少量合む。焼成は双

方良。

壷

106
日頸部を欠失する。丸底、指円に近

いが張りは体部の中位より上にある

外面ヘラ研磨。内面ヘラ削り及びナ

|ア
´
。

橙褐色、砂粒を少量

合む。焼成良。

底部をわずかに欠失する。球形の体

部から一旦外反した日頸部は外面に

稜、内面にゆるい段をなして、やや

内傾して立ち上がる。日縁端は外面

を肥厚させ上端を水平に整える。

外面体部はハケ。口頸部内外面とも

ナデ。体部内面はヘラ削り。

暗褐色。胴部外面に

黒斑。砂粒を多く合

む。焼成良。

Ｓ

Ｂ

１

８

椀

扁平気味の九底、端部を百く失らせ

た日縁。

内外面ともヘラ研磨。 責褐色、一部橙色。

微砂粒を少量合む。

焼成は良。

鉢
扁平気味の丸底から一旦鈍い稜を持

って内弯する体部は、その中位より

外面体部はハケ、日頸部横ナデ。内

面体部はヘラ削り、日縁部積ナデ。

黄灰色。内面に黒斑

あり、砂粒を合む。
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と構 器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 考備

Ｓ

Ｂ

１

８

鉢

やや上に最大径を持つ。頸部は日縁

部との境界に突帯状に稜を持たせる

べく強く外反し、日縁は直線的に斜

め上方に開く。端部は丸くおさめる

焼成は硬質。

S

K

|

6

高 杯

内弯する杯体部は柱部近 くでやや外

反する。日端部は丸い。柱部は比較

的長く、若子のよくらみを持って下

方に広がる。裾部は直線的に大きく

開iく 。直径0.8clnの 円孔を4方向に

持つ。

外面は全体にヘラ研磨。内面杯部は

ヘラ研磨、日縁部を横ナデする。裾

部内面はハケ及びナデ。

暗黄灰色。胎土は微

砂粒をごくわずか合

むが精良。焼成は良

簑

丸底の底部から球形状に立ち上がつ

た体部は器高の中位に張りを持つ。

肩部は直線的に内傾し頸部付近で緩

く外反する。短かい日縁部は外上方

に大きく開き端部を丸くおさめる。

外面底部から肩部にかけてはハケ調

整、日頃部は横ナデ。体部内面はヘ

ラ及びナデ。日縁部は横ナデ。

責灰色。底部から体

部外面には媒が付着

下半分の砂粒を少量

含む。焼成は硬質。

S

K

|

7

甕

123

124

124は底部を欠失しているが123と ほ

tま同様の器形である。小さな平底に

長胴の体部を持ち、外反する日縁が

斜め上方に開く。123の 日縁端部は外

側に小さな画を持つ。124の 日縁はや

や長く端部を丸めている。

外画胴部中住から頸部付近までタタ

キ、底部からはハケ調整を施し胴部

中位付近のタタキを消している。日

頸部はハケ。内面はハケ調整。

暗黄褐色。外面全域

に媒が付着。大粒の

砂粒を少量合む。焼

成は良。

胴部中位以下を欠失する。長胴の体

部から「く」の字状に日縁が開く。

端部は外側に面を持つ。

外面胴部はタタキ、下半分にヘラ削

りでタタキを消した痕跡がうかがえ

る。日縁部は内外面ナデ。胴部内面

はハケ。

黄灰色。外面下部に

煤が付着。砂粒を多

く合む。焼成はやや

軟質。

失らせた底部に丸味を帯びた体部。

日縁部は外反傾向を示しながら斜め

上方に開く。端部外面を肥厚させて

丸くおさめる。

外面下半はヘラ削り。胴部から頸部

にかけてタタキ調整の後ハケ。日頸

部は内外面積ナデ。体部内面はハケ

調整。

黄灰色。微砂粒を少

量含む。焼成は良。

鉢
扁平な丸底から緩く内弯して丸くお

さめた日縁に至る。

外面底部はヘラ削り、他の部分はナ

デ。内面はハケの上をヘラ研磨する

暗黄褐色。砂粒を多

く合む。焼成は良。

壷

顎部はわずかに内傾しながら立ち上

がり、大きく外反して二重日縁をなす

日縁下部は外側に面をざち、そこから

外反しつつほぼ垂直に日縁が立ち上

がる。日縁外面はクシ状道具で波状

文を施す。日端は丸くおさめる。

外面体部から頸部はヘラ研磨。日縁

部はナデ。内面体部はハケ、肩部に

ヘラ削 りがうかがえる。日頸部はヘ

ラ研磨。

外面橙褐色。内面淡

茶褐色。大粒の砂粒

を合む。焼成は良。

小さい平底から一旦外反傾向を示し

ながら立ち上がった体部はまもなく

緩やかに内弯し始め、肩部に張りを

持,って頸部に至る。屈曲した日頸部

は外反しながら外上方にラッパ状に

大きく開き、端部外面に面をつくる

外面底部はヘラ研磨。体部から日頸

部はハケ調整の後軽くヘラでナデる

日端部は横ナデ。内面体部はハケ、

日頸部はハクの上を横ナデする。

外面橙褐色。内面灰

褐色。砂粒を合む。

焼成は良。
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器  種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 考備

壷

やや扁平な球状の体部から直立気味

に外反する頸部。短い日縁部は内弯

傾向をもちながら斜め上方に開く。

端部は丸い。

外面底部ヘラ削り。体部、頸部ヘラ

研磨。日縁部横ナデ。内面体部は雑

なヘラ研磨。日縁部横ナデ。

暗黄褐色、大粒の砂

粒を合む。焼成良。

甕

直立気味に内弯する体部から緩く外

反する日縁部は、端部を丸くおさめ

る。

外面ヘラ削り及びナデ。内面体部ヘ

ラ削り。日縁部は内外面とも横ナデ|

外面橙褐色。内画暗

黄灰色。砂粒を多く

合む。焼成は良。

央り気味の底部に球形状の体部から

「く」の宇状に屈曲した日縁は外反

しながら外上方に開く。端部は薄 く

丸い。

体部は内外面ともハケ調整の後ヘラ

研磨。口縁部は内外面にヘラ研磨を

施す。

赤味を帯ぴた淡茶掲

色。胎土は精良。焼

成は硬質。

27・ 28

球形状の体部から「く」の字状に屈

山した日縁が直線的に外上方へ開く

28では体部の張りを肩部付近に持つ

外面体部はハケ。日頸部は内外面と

も横ナデ。体部内面はヘラ削り。

淡茶褐色。砂粒を合

む。焼成は良。

央った底部に大きくふくらむ体部か

ら外反する頸部。日縁部は外反しな

がら外上方に開く。端部外側に小さ

な面を持つ。

外面体部はタタキ、底部付近はハケ

調整。日縁部はハケの上をナデる。

内面はハケ。

赤褐色。底部イ寸近に

媒が付着する。焼成

はやや軟質。

きわめて小型の番形である。尖った

底部を持つフットボール状の体部は

頸部でわずかに外反し、直立した短

かい日縁部へと続く。日端は薄く央

らせる。

外面体部はヘラ研磨、日頸部はハケ

内面底部はヘラ削り、胴部から頸部

はハケ、日縁部は横ナデ。

橙褐色。微砂粒を少

量合む。焼成良。

底部は平底でごく小さい。フットボ

ールを半載したような形状の体部か

ら「く」の字状に屈曲した日縁部は

外反しながらやや斜め上方に開き、

端部外側に外面を肥厚させた面をつ

くる。

体部は内外面ともハケ、日縁部は内

外面とも横ナデ。

明黄褐色。砂粒を多

く含む。焼成良。

55～ 70

74～ 76

81

長胴の体部と「く」の字状に屈曲し

外反する日縁を有し、ハケロによる

調整を施される甕の一群である。体

部下端から明瞭に外反して作り出さ

れた平底の底部を持つもの56・ 57と

少し丸味を帯びるが基本的に平底の

性格を持つもの、底部の角がとれて

丸底に近 くなるもの63・ 65・ 76と が

ある。日縁端部は外側に小さな面を

持つ。62・ 66・ 81は 日端外側を肥厚

させている。日径が胴部最大径より

も大きくなるのは56だけである。

内外面とも基本的にはハケ調整であ

る。日端部の内外面には横ナデを施

す。底部内面をナデるものが多い。

66ではハケ調整の後ヘラナデを施 し

ている。81の 日頸部内面はナデ。

暗褐色、及び橙褐色 (

煤の付着がみられる(

砂粒を合む。焼成は

おおむね良。

椀
30--32
34。 35・ 45 日端部を薄く失らせるか或いは丸く 外面底部から体部まではヘラ削り。 貢灰色。砂粒を多 く
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器  種 Ntl 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 考備

椀

30～ 32

34。 35・ 45

仕上げ、外上方に開かせ内弯して浅

い底部に至る。

口縁部及び内面はナデ。32、 45の 内

面にはヘラ及びハケの痕が残る。

合む。焼成は硬質。

33・ 36

器形の大小はあるが日縁部を上方な

いしはやや内側に内弯させている点

で共通してい・る。33の底部が扁平な

のに比べ36で は少し丸味を帯びてい

る。

33は 内外面ともナデ。36は底部外面

にヘラ削 りの痕が残る他は内外面と

も入念にヘラ研磨されている。

33-暗黄褐色。砂粒

を多く合み、焼成は

やや軟質。

36-黄灰色。砂粒を

含み、焼成は良。

小 型
丸底壷

37-38

37の 日縁は内弯しながら斜め上方に

大きく伸び、底部から体部をヘラ削

りすることによって体部上部に純い

稜を作る。38の 日縁は37ほ ど長くな

い。体部も緩やかに内弯した曲線を

描いている。頸部内面の稜も37に比

べれば鈍い。37・ 38と もに日端部は

薄く央らせている。39では日縁は更

に短かく頸部の外反の度合いも弱い

ただし頸部内面の稜は屈曲の度が弱

いにもかかわらず明際に作 りだして

いる。日端部は丸くおさめている。

外面体部下半はヘラ削り。他は内外

面ともにナデ。

37-暗橙褐色。砂粒

を少量合む。焼成は

良。

38-橙色。砂粒を少

量合む。焼成はゃゃ

軟質。

39-乳 白色。砂粒を

合む。焼成は良。

鉢

‐
ミニチュアの鉢、日縁近 くになって

肉厚になる。

手怪ねによる成形と思われるが最終

的な調整は外面をナデ、内面をヘラ

削 りで行う。日端部のナデではみ出

した粘土をヘラで削った痕が残る。

黒撮色。砂粒を少量

合む。焼成は良。

41・ 43

すわりの悪い丸底から内弯して立ち

上がり、日縁部近 くになって外反傾

向を示す。特に43の 日端部は外反の

度が強い。

外面はナデ、内面はハケ。43の 日端

部は内外面とも横ナデ。

41-橙褐色。砂を合

む。焼成は良。

43-灰色。砂を少量

合む。焼成は良。

42'46

46の底部ははっきりした平底である

が、42は九味を帯びる。

外面はヘラ削り及びナデ。42の 内面

はハケの上を縦ヘラでナデたあとが

明確に残る。46の内面はハケ。

42-黄褐色。砂を少

量合む。焼成は良。

46-黄灰色。砂を多

く合む。焼成は良。

44・ 47

丸底の底部を持つ鉢である。44の 日

縁上瑞は内傾した面をつくる。47の

日端は丸くおさめる。

外面はハケ、日縁部内外面を横ナデ

する。44の 内面はナデ。47はヘラナ

|万 。゙

44-外面暗褐色。内

面黒色。大粒の砂粒

を合む。焼成良。

47-責灰色。砂粒を

合む。焼成良。

丸底の扁平な体部は上部に張りを持

つ。頸部は「く」の字状に屈曲し、

一旦日縁下端外面に稜をなして外反

し、斜め上方に開く。日縁上端に水

平な面を持つ。

外面体部はハケ、日頸部は横ナデ。

内面体部はヘラ削り、日縁は横ナデ

オレンジ気味の黄灰

色。砂粒を多く含む

焼成は硬質。

失り気味の底部、半球状の体部から

屈曲した口縁部は外やや上方に大き

外面底部はヘラ削り。体部は内外面

ともハケ。日縁部は外面積ナデ、内

橙色気味の責灰色。

底部に黒斑。砂粒を
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器  種 Ntl 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 考備

鉢
く開き瑞部外側に面を持たせる。 面ハケ。 少量含む。焼成は良

台付鉢

台部を欠失する。緩く内でして立ち

上がる体部は上部に張りを持つ。日

縁部は内弯して外上方に開き、端部

を丸くつくる。

体部内外面はヘラ削り及びナデ、日

頸部は内外面とも横ナデ。

貢灰色。砂粒を多く

含む。焼成良。

低脚杯

内弯して外上方に開く杯日縁部は端

部を薄く丸く作る。脚部は短かく、

ラッパ状に開く。裾部の径は杯目径

の約 3分の 2である。裾端部は丸く

おさめる。

外面杯体部ハケ、日縁部及び脚部は

ナデ。杯内面はヘラ研磨。脚内面は

ハケ。

黄灰色。砂粒を少量

含む。焼成は硬質。

支 脚

円錐形の上端を斜めに切って高い方

の一端を斜め上方に薄く伸ばした形

状をなす。内面は中空。

手控ねによる成形。 暗褐色、黒斑あり。

砂粒を多く合む。焼

成良。

器  台 71～ 73

いずれも脚部が直線的に広がり横等

間隔に 3方向の円孔を持つ。受部の

立ち上 りは71で は外面に稜をなして

内側につまみ上げられ、72で は71ほ

ど明確ではないものの、やはり外面に

鈍い稜を持つ。73では内弯した受部

上端を丸くおさめるにとどまる。

外面はヘラ研磨。72の受部及び脚部

端部には横ナデを施す。受部内面は

ナデ。脚部内面71,73は ヘラ削り及

びハケ。72はヘラ削り及びナデ。

責褐色、橙褐色。71・

73は砂粒を少量合む

72の胎土は精良。焼

成は良。

豆

77・  78

多少長めの日頸部が外反しながら外

上方に開き、77では日端を丸くつく

るが、78で は外面に肥厚した面を持

つ。78の体部は球形を上下に若干仲

ばしたような形状で平底の底部を持

つ。77は体部下半を欠失するため全

体の形状は不明ではあるが、78よ り

もなで肩である。

77の体都外面はヘラ研磨、内面はハ

ケ。体部と頸部の接合部に指頭痕が

残る。日顕部は内外面ともハケ、日

・縁部を横ナデする。78は内外面とも

ハケ。日頸部内面はさらにその後ナ

デを施す。日縁部外面は横ナデ、な

お端部外面はハケで横にナデている

黄褐色。77は砂粒を

多く合む。78の胎土

は良。焼成は良。

体部下半を欠失するが、ほぼ球形状

になるものと思われる。日頸部は内

弯傾向を示しながら斜め上方に直線

的に伸びる。なお日端部は内側に折

り曲げて丸くおさめている。

外面は全体にヘラ削り。肩部から日

頸部はその後ナデる。内面はナデ。

肩部から頸部に指頭痕が残る。

黄褐色、一部橙色。

胎土良。焼成良。

80,82

ほぼ直立する頸部と短かくやや外反

する日縁部を有する。82で は80よ り

も外反の度は強い。80の 日端部上面

は雑ではあるがナデを施して平らな

面を作ろうとしている。82では外側

を肥厚させた丸い端部を作っている

両者ともに体部下半を欠失するため

形状は不明であるが胴長の球状にな

るものと思われる。

内外面ともハケ調整。82で は日縁部

内外面を横ナデする。体部と頸部の

接合部には指頭痕が残る。

黄褐色。80は砂粒を

多く合む。焼成はや

や軟質。82は砂粒を

少量合み、焼成は良
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第12表 第 2調査地出土土器観察表

器 種 No 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

壷

体部は肩部以下を欠失する。強く外

出した日頸部は一旦外側に稜をなし

た後直立して立ち上がる。日端部は

外側に折り曲げて丸くおさめる。

体部外面はハケ、内面はヘラ削り。

日頸部内外面及び肩部外面は横ナデ

黄灰色、一部橙色。

砂粒を合む。焼成は

良質。

平底から内弯して立ち上がった体部は

その中位よりもやや上に胴張り持つ

頸部には斜格子状にヘラで刻んだ突

帯を貼り付け、日縁部は外上方に大

きく開く。日端部は外斜め下方に引

き伸ばして外側に面をつくリハケに

よる波状文を施す。なお胴部中位よ

りやや下に径 2 5cmの 円子しを焼成後

に穿つ。

外面全体に一旦ハケを施した後体部

にはヘラ研磨を行う。特に胴部から

肩部にかけては入念にハケメを消し

ている。日縁部外面にはナデが見ら

れる。内面はハケ。

橙褐色。砂粒を多く

合む。焼成良。

支  脚
上端部を斜めに、下面を上げ底に作

る。

子糧ねによる成形。 橙褐色。砂粒を多く

含む。焼成良。

鉢

椀状の体部から外上方に開いた日縁

部は一旦屈曲してやや外反気味に直

立した短かい立ち上がりを持つ。端

部は薄く尖らせる。

内外面ヘラ研磨。日顕部外面を横ナ

デ。内面には斜め放射状のヘラ先に

よる痕が見られる。日縁部立ち上が

りの内面は横ナデ。

責褐色。胎上、焼成

ともに良。

甕 88 ・89

胴部最大径と日径がほぼ同じに作ら

れる。日縁は斜め上方に直線的に伸

びる。88の底部はややふくらみを持

った平底。89は ごく小さいが平底を

持つ。

両者とも外面全体にタタキロを持つ

88の外面は磨滅が著しい。89で は胴

都下半にヘラによるナデが見られる

なお底部下面にもタタキロを施 して

いる。内面胴部下半をナデる他はハ

ケ調整である。

88-黄褐色。胎土、焼

成ともに良。

39-暗褐色。媒が付

着する。砂粒を少量

合む。焼成は良。

第13表 第 3調査地出土土器観察表

器  種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

椀

底部に「+」 のヘラ記号が刻まれる 手控ねで成形 し内面をヘラ削 りする 橙色気味の淡茶褐色 (

底部に黒斑。砂粒を

合む。焼成は良。

鉢

日瑞部は薄く丸く作る。 外面ヘラ削り、日縁部に横ナデ。内

面ヘラ研磨。

内外面とも黒色。胎

土焼成ともに良。外

面に煤が付着し、さ

らに外面の一部及び

内面に朱が付着する

おそらく水銀朱の製

造過程に用いられた

ものであろう。
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器 種 Nα 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

鉢

大型の鉢、内弯する浅い体部が直立

したところを頃部として日縁が外斜

め上方に内弯して開く。端部は内外

面を肥厚させて外側に面をつくる。

外面ナデ。内面体部ハケ。日縁部内

外面を横ナデする。

黄褐色、内面に黒斑 (

砂粒を多く合む。焼

成良。

尖り気味の九底から内弯して大きく

開く。日端は丸く作る。

外面ヘラ削り。内面ヘラ研磨。日縁

部内外面を積ナデする。

黄灰色。砂粒を多く

合む。焼成良。

壷

日頃部片。外反した頸部から稜をな

して立ち上がる日縁は直線的に内傾

する。端部を外に折り開げて上端に

狭い面をつくる。

内外面ともに横ナデ。 黄褐色。砂粒を多く

合む。焼成良。

日頸部片。外反した頸部から丸味を

帯ぴた段を経て立ち上がる口縁は外

反して外上方に開き、端部に外斜し

た面をつくる。

内外面ともに横チデ。頸部下から外

面はハケ、内面はヘラ削りを施す。

乳白色。砂粒を合む

焼成は硬質。

きわめて小型である。77・ 78を ミニ

チュアにした器形。底部は欠失して

いるため不明。

手控ね。外面にハケ調整を施す。 暗褐色。砂粒を多く

合む。焼成良。

甕

日頸部片。体部から「く」の字状に

屈曲した日縁部は外上方へ直線的に

開く。端部は丸くおさめる。

体部外面ハケ、内面ヘラ削り。日縁

部は内外面とも横ナデ。

橙褐色。微砂粒を少

量合む。焼成はやや

軟質。

高 杯

端部を薄く尖らせた杯部は内弯して

底部に至る。ごく短かい柱部はやや

下方に広がり、内弯気味に大きく下

方に開く裾部に至る。裾部には横方

向等間隔に 4箇所、径 l cmの 円孔を

持つ。

杯体部外面ヘラ削り、内面ナデ。日

協部内外面積ナデ。柱部ヘラ研磨。

裾部は内外面ともハケ、端部を横ナ

デする。

橙褐色。胎土、焼成

ともに良。

器  台

直線的に下方に開 く脚1部 には直径

1.3cmの 円孔を 31回持つ。受部の立

ち上がりはほとんどなく、端部外側

に面を持つ。

受部は内外面ともヘラ研磨、瑞部内

外面を横ナデする。脚部は内外面ハ

ケ調整。

黄褐色、大粒の砂を

合む。焼成良。

支  脚

断面が反りを持った台形状になる。

底面を上げ底にしている。

子糧ね。 暗黄褐色。砂粒を合

む。焼成良。

50に似た器形。上面に反 りを持つ。 手担ね。 乳白色。砂粒を多く

合む。焼成良。
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第14表 津田第 I地区出土土製品観察表

器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 備 考

不  明

復元径■cmの 円板の端部を外斜め上

方につまみ上げた粘土板の内弯した

面中央に高さ3.5 clnの 円錐状の突起

を貝占リイ寸ける。

手担ね成形の後、内面及び突起部に

ハケメを施す。 (一応、内弯したほ

うの面を内面とする。)

暗褐色、外面に黒斑

あり。砂粒を少し合

む。焼成良。蓋的な

用途 ?第 1調査地出

土。

手

控

ね

上

器

鉢

平底で上半に稜を持った体部。日端

は内傾した面をなす。ミニチュア鉢セ

内外面にナデがみられる。 黄掲色。砂粒を多く

合む。焼成良。第 3

調査地出土。

壼

球形の体部。底部は扁平。日縁部は

ほぼ直立する。ミニチュア壷。

内面には指頭痕が良く残る。 暗褐色。砂粒を多 く

合む。焼成良。 SB

-7出土。

杓

　

　

子

柄部の大部分と椀部端部を欠失する(

柄部の断面は丸い。

全体に雑なナデ調整を施す。 黄掲色、椀部外面に

黒斑。砂粒を少量合

む。焼成良。第 1調

査地南出土。

きわめて小型である。 ミニチュア模

造品と思われる。

橙褐色、外面に黒斑十

砂粒を少量合む。焼

成良。第 1調査地南

出土。

第15表 津田第 I地区出土石器類観察表

器  種 材 質 長さ×幅 X厚さ(帥 ) 形 状 出上場所

祗  石

細粒砂岩 20.0× 7.0× 7.8
一面のみを使用。他 2面には面取 りの痕が見られ

る。
第 1調査地

12.2× 4.8× 3.8 断面 5角形。全面を使用。 SB-1

17.4× 7.1× 6.2 全面を使用。尖ったものを擦った痕が残る。 SB-7

石 庖 丁 緑泥片岩 9.3× 4.2× 0.5 刃部両面から研磨。両面から穿孔。 第 1調査地

叩 き 石 砂  岩 13.4× 7.5× 6.1 3面に使用痕が見られる。 第 1調査地南

石   斧 泥   岩 9.4× 8.4× 3.8 刃部片面を打ち欠いて作 り出し、他面を研磨する 第 1調査地

擦 り石 緑泥片岩 11.5× 5.0× 3.ユ 全面を研磨。端部を使用する。一部欠損。
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第 5節 若干の考察

今回の調査で出土した遺物は、そのほとんどが弥生終末期から古墳前期初頭段階のもので

ある。包合層がたいていの場合一層に限られ、層位的な分類は困難である。したがってここ

では遺構にかかわる遺物について簡単に述べておきたい。

遺物を出土した遺構は方形竪穴住居址 8棟、土墳 2基である。なかでも最も遡ると思われ

るのは出土遺物が在地の土器のみで構成されるSB-3、 SK-7で ある。 SB-3出 土の
甕14は弥生後期末に比定される遺物である。壷15は 日端部を若千肥厚させ、端面に浅い凹線

を 2条ほどこしている。当平野における凹線文の盛期は中期中葉から末葉までであるが、そ

の名残 りが後期末葉まで残っていたと考えられる。 SK-3か らは3タ イプの甕が一括して
出上している。それぞれ叩き目を有するが、127で はそのほとんどを刷毛日によって入念に

消している。内面上半は刷毛目調整、下半はヘラ削りの後ナデを施す。123～ 125では胴部下

半の叩き目を刷毛目で消し、胴部上半には粗い叩き目がそのまま残る。内面は刷毛目調整で器

壁を薄く仕上げている。126では尖り底になり丸底化の傾向を示している。型式的には、127

→123～ 125→ 126と いう順序になろうがこれらが同一土墳から共伴して出土するという事実

はその 1:3:1と いう個体数の比率とあわせて弥生終末期の一段階における甕の形態変化
のあり方を示唆していると言える。また、第 1調査区出上の内外面刷毛目調整の甕の一群55

～70、 74～76は包合層からの出上であるが、これらとSK-7の 127と の間にも器型的に見
る限りそれほどの時期的な差というものが感じられない。すなわち弥生後期から終末期にか

けての調整方法における刷毛目から叩き目への移行ないしは保存といった状況が SK-7の
遺物とあわせて比較的容易に看取することができる。

他の遺構からは他地方、特に近畿地方の影響を強く受けた遺物が出土している。遺物の量

や時期的なバラツキのなさといった面で最 も安定した出土状態をみせるのはSB-6で ある。
これら一群の遺物は特に甕における日端面の特徴、内面ヘラ削 りの入念さから見て布留の古

い段階、 1式に比定されよう。これらの遺物はおそらく搬入品であろうと考えているが、こ

れら搬入品と在地の遺物、特に器型変化をとらえ易い甕の同一遺構内での共伴関係が残念な

がら明らかでないため、近畿地方布留 1式の段階で当地方がどのような状況であったかを明

確にすることは難かしい。ただSB-4で 布留 1式 に併行する時期の吉備系甕22と 在地の小
型甕23と の共伴がみられる。この23と SK-7出 上の126と を較べれば126が若干先行すると
考えられるが,それほど大きな時期差ではあるまい。したがって、 SB-4と SK-7と の
間にもさほど大きな時間的なズレはないと考えられ、布留の 1式段階における当地は弥生的

な社会状況を色濃く残 していたものと思われる。その他の住居址についてもSB-4、 6と
大差ない時期を与えることができると考えている。

SK-6出 上の小型甕85は少々異質な遺物である。プロポーション及び外面の刷毛目調整
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は布留式甕に似るが、日縁部と肩部との屈曲点がやや鈍 く、全体的にシャープさを欠く。日

端部に肥厚はみられず丸くおさめる。内面のヘラ削 りも肩部上半まででそれ以下は雑なナデ

調整にとどまり器厚も比較的厚い。共伴する高杯83か ら考えればこの遺構だけが時期的に下

るとは考え難い。おそらく布留式甕の影響を受けた在地の製品であろうと考えている。

以上、遺構にかかわる遺物を概観してきたが、論点の甘さ、資料不足といった感があるの

は否めない。筆者は従来、当平野における弥生終末期をもう少し下げる必要があるのではな

いかと考えていたのであるが、これはおよそ感覚的なもので、松山平野において前期古墳の

調査例がない現在、古墳時代の始まりをどこに置くべきなのかいまだに混沌とした状況であ

る。ただし4世紀初頭から中頃までの在地の遺物といったものがこれまでほとんど皆無に近

いというのは事実であり、弥生終末を畿内布留 1式の頃まで下げることができれば比較的す

っきりするように思う。また一方、そうでなくて弥生的は土器をこの段階まで使用している

が実際には既に古墳時代に入っていたという考え方も当然成立する訳で、どちらを採るべき

なのか正直なところ筆者には判断しかねる。いず紀にせよ、そういったことも含めて弥生後

期から終末期の編年を考え直さなければならない時期にきていると考えている。

この宮前川追跡を拠点的な集落としてとらえれば、その水系を利用した流通は当然考えら

れる筈で、既に上流の古ЛR遺跡、松山北高遺跡においては量の多寡はともかく布留式甕の出

土をみている。今後、更なる資料の増加に期待したい。 (栗田)
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